
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
試
合

格
率
の
向
上
、
白
衣
式
、
グ

ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
、
再
生

医
学
、
日
本
版N

IH

拠
点
認

定
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、

食
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
も
あ
っ

た
。新

宿
区
騒
音
条
例
に
よ
り

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
部

活
制
限
さ
れ
て
い
る
医
学
部

体
育
会
に
対
す
る
医
学
部
の

対
応
に
つ
い
て
の
質
問
に
対

し
て
、
医
学
部
長
よ
り
信
濃

町
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
し
っ

か
り
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
旨

の
説
明
が
あ
っ
た
。

閉
会
の
辞
で
は
末
岡
副
会

長
よ
り
、
広
い
地
域
・
年
代

か
ら
の
出
席
に
対
す
る
お
礼

お
よ
び
今
後
の
益
々
の
本
会

活
性
化
へ
の
期
待
が
述
べ
ら

れ
た
。

そ
の
後
、
隣
室
に
て
情
報

交
換
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の

評
議
員
の
出
席
の
も
と
和
や

か
で
活
気
の
あ
る
会
と
な
っ

た
。

本
年
２
月
、
安
倍
首
相
の

施
政
方
針
演
説
の
一
節
に

｢

世
界
に
誇
る
国
民
皆
保
険

が
育
ん
だ
、
わ
が
国
の
医
療

６
月
15
日(

土)

の
午
後

２
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
、

２
号
館(

旧
称
、
新
棟)

11

階
大
会
議
室
に
於
い
て
平
成

25
年
度
定
例
評
議
員
会
が
開

催
さ
れ
た
。
水
野
副
会
長
の

開
会
の
辞
の
後
、
吉
野
議
長

が
登
壇
し
、
ま
ず
、
出
席
者

数
83
名
、
委
任
状
１
０
３
名

は
全
評
議
員
数
の
過
半
数
を

超
え
て
、
会
則
第
20
条
３
項

サ
ー
ビ
ス
に
、
さ
ら
に
磨
き

を
か
け
、
国
際
的
な
医
療
協

力
な
ど
も
通
じ
て
、
世
界
に

積
極
的
に
展
開
し
て
ゆ
く｣

の
定
足
数
を
充
た
し
評
議
員

会
が
成
立
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
川
城

副
議
長
に

よ
る
タ
イ
ム
キ
ー
ピ
ン
グ
、

三
四
会
準
会
員
で
あ
る
学
生

代
表
と
し
て
四
谷
自
治
会
委

員
長
岡
本
泰
治
君

(

５
年

生)

の
陪
席
等
の
新
企
画
紹

介
が
議
長
に
よ
り
な
さ
れ
た

の
ち
、
平
成
24
年
度
物
故
会

員
１
０
７
名
に
対
し
て
黙
祷

と
い
う
表
現
が
入
っ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
経
済
成
長
戦

略
の
中
に
、
医
療
は
重
要
な

分
野
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

が
捧
げ
ら
れ
た
。

次
に
、
議
長
に
よ
る
比
企

三
四
会
会
長
の
慶
應
義
塾
連

合
三
田
会
会
長
就
任
の
報
告

後
、
会
長
よ
り
、
最
初
は
固

辞
し
た
も
の
の
塾
全
体
の
た

め
に
就
任
を
決
意
し
た
経
緯

と
と
も
に
、
医
学
部
創
立
１

０
０
年
記
念
新
病
院
棟
建
設

事
業
を
含
め
て
現
在
の
三
四

会
活
動
に
関
し
て
、
平
成
25

た
。
こ
の
医
療
戦
略
を
推
進

す
る
体
制
と
し
て
、
内
閣
官

房
内
に
健
康
・
医
療
戦
略
室

が
設
置
さ
れ
、
私
を
含
め
11

年
度
か
ら
の
活
性
化
へ
の
方

針
が
述
べ
ら
れ
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
第
１

号
議
案

平
成
24
年
度
三
四

会
事
業
報
告(

古
梶
理
事)

、

第
２
号
議
案

平
成
24
年
度

三
四
会
会
計
決
算(

末
岡
副

会
長)

、
第
３
号
議
案

財

産
目
録

会
計
事
務
処
理
並

び
に
財
産
管
理
監
査
報
告

(

菅
沼
監
事)

の
各
議
案
に

人
の
健
康
・
医
療
戦
略
参
与

が
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
参
与

会
議
で
、
政
府
か
ら
医
療
戦

略
を
推
進
す
る
２
本
の
柱
が

示
さ
れ
た
。
１
つ
の
柱
は
、

日
本
版
Ｎ
Ｉ
Ｈ
の
創
設
で
、

基
礎
研
究
、
臨
床
研
究
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
と
し

て
、
広
く
医
療
分
野
の
研
究

を
推
進
す
る
こ
と
、
２
つ
め

の
柱
は
、
医
療
国
際
協
力
を

進
め
る
た
め
に
、
民
間
の
窓

口
と
し
て
、
一
般
社
団
、
Ｍ

Ｅ
Ｊ(M

edical
Excellence

Japan)

を
改
組
し
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
こ
れ
を
推
進

す
る
、
で
あ
る
。
私
は
こ
の

Ｍ
Ｅ
Ｊ
の
理
事
長
に
任
命
さ

れ
た
。

医
療
の
国
際
協
力
と
は
、

わ
が
国
の
良
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
、

そ
れ
を
求
め
る
国
の
求
め
る

形
で
提
供
し
、
維
持
し
て
ゆ

く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
相
手
国
と
相

互
互
恵
の
関
係
で
、
安
倍
首

相
の
言
うw

in,w
in

の
関
係

を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な

る
。
す
で
に
安
倍
首
相
の
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
背
景
に
、

ロ
シ
ア
、
ア
ブ
ダ
ビ
等
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
つ
つ
あ

る
が
、
官
民
一
体
と
な
っ
て

世
界
に
こ
の
事
業
を
進
め
る

つ
き
審
議
が
行
わ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
古
梶
理
事
は
事
業

報
告
の
中
で
、
第
１
回
初
期

臨
床
研
修
医
修
了
式
報
告
お

よ
び
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
連
合
三
田
会
大
会
で
の
三

四
会
講
演
会(

比
企
会
長
出

演
、
メ
ル
ボ
ル
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ボ
ー
ト
ク
ル
ー
に
よ
る

講
演
会)

報
告
な
ど
の
他

に
、
評
議
員
か
ら
の
感
想
・

意
見
と
し
て
、
相
当
の
三
四

会
員
数
減
少
や
、
高
額
な
医

た
め
に
は
、
内
閣
官
房
を
中

心
に
、
関
連
省
庁
、
医
療
産

業
界
と
連
携
、
協
力
は
勿

論
、
何
よ
り
も
相
手
国
の
医

療
関
係
者
と
対
応
で
き
る
わ

が
国
の
医
師
の
協
力
支
援

が
必
須
と
な
る
。
す
で
に
50

を
超
え
る
医
療
機
関
か
ら
協

本
年
５
月
26
日
に
、
前
立

腺
癌
の
早
期
発
見
の
た
め
の

啓
発
イ
ベ
ン
ト
�
Ｐ
Ｓ
Ａ
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
�
を
開
催
し
た
の
で
ご
報

告
致
し
ま
す
。
現
在
、
前
立

腺
癌
は
欧
米
諸
国
に
お
い

て
、
男
性
の
癌
罹
患
率
第
１

学
部
授
業
料
に
対
す
る
奨
学

金
制
度
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

末
岡
副
会
長
か
ら
は
、
支
出

に
つ
き
三
四
会
館
建
設
特
別

会
計
に
２
０
０
０
万
円
が
繰

入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

第
４
号
議
案

平
成
25
年

度
三
四
会
事
業
計
画(

案)
(

リ
ー
副
会
長)

は
、
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。
リ
ー
副

会
長
か
ら
は
基
本
的
に
は
昨

年
度
と
同
様
に
計
画
を
実
行

力
す
る
と
い
う
申
し
出
を
頂

い
て
お
り
、
嬉
し
い
限
り
で

あ
る
が
、
な
お
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。江

戸
時
代
、
蘭
学
と
し
て

西
洋
医
学
が
導
入
さ
れ
、
そ

位
の
主
要
な
癌
で
す
が
、
本

邦
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

２
０
２
０
年
に
男
性
の
癌
罹

患
率
第
１
位
に
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期

発
見
で
き
れ
ば
手
術
・
放
射

線
療
法
に
よ
り
完
治
が
可
能

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本

し
て
い
く
旨
の
説
明
後
、
平

成
25
年
度
か
ら
の
変
更
・
確

認
事
項
に
つ
き
説
明
が
あ
っ

た
。
ま
ず
三
四
会
奨
励
賞
の

表
彰
を
平
成
26
年
度
よ
り
慶

應
医
学
会
総
会
か
ら
北
里
記

念
式(

平
成
26
年
度
は
６
月

12
日)

に
変
更
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
に
伴
い
平
成
26

年
２
月
頃
か
ら
候
補
者
の
募

集
予
定
で
あ
る
こ
と
、
今
年

度
の
連
合
三
田
会
大
会
は
比

企
会
長
が
連
合
三
田
会
会
長

に
就
任
さ
れ
た
記
念
す
べ
き

年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
例

年
の
救
護
部
会
運
営
の
ほ
か

に
、
全
塾
的
視
野
の
も
と
、

全
塾
員
対
象
の
講
演
会
、
健

康
相
談
・
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
、
そ

の
担
当
が
今
年
は
64
回
生
で

あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。引

き
続
き
末
岡
副
会
長
か

ら
、
三
四
会
館
移
設
計
画
に

つ
き
説
明
が
あ
っ
た
。
２
号

館
11
階
東
側
に
三
四
会
、
慶

應
医
学
会
、
関
連
病
院
会
の

３
団
体
で
共
同
利
用
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
、
評
議

員
会
当
日
、
内
覧
可
と
な
っ

の
後
の
変
遷
を
経
て
、
戦
後

は
ア
メ
リ
カ
医
学
を
中
心
に

取
り
入
れ
て
き
た
わ
が
国
の

近
代
医
学
・
医
療
は
、
国
民

皆
保
険
に
よ
っ
て
日
本
独
自

の
医
療
に
育
ま
れ
、
世
界
に

誇
れ
る
医
療
機
器
、
技
術
な

ど
、
今
こ
れ
を
必
要
と
す
る

邦
に
お
い
て
は
前
立
腺
癌
へ

の
関
心
が
そ
れ
ほ
ど
高
い
と

は
言
え
ず
、
早
期
発
見
の

た
め
の
Ｐ
Ｓ
Ａ

(Prostate
Specific

A
ntigen：

前
立

腺
特
異
抗
原
の
略
で
前
立
腺

癌
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー)

検
診

の
暴
露
率
が
低
く
、
未
だ
に

た
三
四
会
員
が
集
え
る
ラ
ウ

ン
ジ
も
併
設
す
る
と
説
明
さ

れ
た
。
会
長
か
ら
は
医
学
部

１
０
０
年
記
念
新
病
院
棟
建

設
事
業
募
金
に
つ
き
、
塾
創

立
１
５
０
年
記
念
事
業
か
ら

現
在
ま
で
の
経
緯
説
明
と
と

も
に
、
新
病
院
棟
建
設
の
た

め
の
募
金
目
標
額
が
３
０
０

億
円
で
あ
り
、
塾(
法
人)

の
積
立
１
４
０
億
円
と
病
院

収
入
60
億
円
の
充
当
が
予
定

さ
れ
る
が
、
残
り
の
１
０
０

億
円
は
三
四
会
員
を
は
じ
め

と
す
る
全
塾
員
お
よ
び
企
業

等
か
ら
の
寄
付
を
募
る
こ
と

が
必
要
な
た
め
、
そ
の
理
解

と
協
力
を
求
め
ら
れ
た
。
比

企
会
長
の
発
言
に
対
し
、
寄

付
金
の
額
や
支
払
い
方
法
・

周
知
方
法
な
ど
に
つ
き
質
疑

が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
会

長
よ
り
寄
付
は
あ
く
ま
で
も

自
由
意
志
で
あ
る
こ
と
、
小

口
、
分
割
も
可
能
で
あ
る
こ

と
、
三
田
評
論
へ
の
掲
載
、

医
学
部
新
聞
で
の
周
知
な

ど
、
具
体
的
に
は
、
会
長
・

議
長
の
も
と
で
進
め
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

第
５
号
議
案

平
成
25
年

国
に
提
供
で
き
る
時
代
を
迎

え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
医

療
国
際
協
力
に
よ
っ
て
、
相

手
国
と
良
き
関
係
の
中
で
、

わ
が
国
の
医
療
も
さ
ら
に
発

展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
望
ん
で

止
ま
な
い
。

癌
が
進
行
し
た
状
態
で
見
つ

か
る
患
者
さ
ん
が
多
い
現
状

で
す
。

こ
の
現
況
を
鑑
み
、
前
立

線
癌
の
早
期
発
見
・
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
診
の
重
要
性
を
伝
え
る
啓

蒙
活
動
を
通
し
て
地
域
医
療

に
貢
献
し
た
い
、
と
大
家
教

授
を
は
じ
め
泌
尿
器
科
教
室

員
は
強
い
思
い
を
抱
き
、
武

田
病
院
長
に
相
談
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
無
料
検

診
を
組
み
合
わ
せ
た
公
開
講

座
の
開
催
は
慶
應
病
院
で
は

度
三
四
会
会
計
予
算(

案)

に
つ
い
て
は
、
末
岡
副
会
長

か
ら
、
全
体
説
明
の
他
、
三

四
会
館
建
設
特
別
会
計
へ
、

前
年
度
同
様
、
２
０
０
０
万

円
の
積
立
資
金
を
支
出
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ

れ
た
。

議
案
審
議
終
了
後
、
こ
の

年
度
よ
り
新
た
に
設
立
さ
れ

た
三
四
会
社
会
功
労
賞
の
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。
授
賞
に

先
立
ち
、
水
野
副
会
長
よ
り

会
則
５
条
３
項
に
則
り
、
本

功
労
賞
が
設
立
さ
れ
た
経
緯

が
説
明
さ
れ
た
。
菊
池
辰
夫

君(

44
回)

・
菊
池
信
太
郎

君(

75
回
相
当)

と
竹
村
賢

次
君

(

27
回)

が
受
賞
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
医
学
部
・
病

院
報
告
が
末
松
誠
医
学
部
長

か
ら
行
わ
れ
た
。
内
容
は
、

ま
ず
自
身
の
抱
負
と
し
て
、

ア
ジ
ア
の
中
で
埋
没
し
つ
つ

あ
る
義
塾
か
ら
の
脱
却
を
目

指
し
て
、
人
造
り
に
励
む
こ

と
、
財
の
独
立
、
教
職
員
と

の
開
か
れ
た
議
論
等
に
よ
る

塾
の
活
性
化
基
本
方
針
な
ど

前
例
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
快
諾
し
て
頂
き
、
更
に

が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

養
成
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
の
一

環
と
し
て
大
学
病
院
主
催
で

開
催
で
き
る
よ
う
ご
配
慮
い

た
だ
き
ま
し
た
。
臨
床
検
査

部
・
臨
床
検
査
技
師
の
方

々
、
な
ら
び
に
医
療
事
務
室

の
方
々
の
多
大
な
る
ご
尽
力

も
あ
り
、
約
１
年
半
の
準
備

期
間
を
経
て
、
北
里
講
堂
に

お
い
て
�
Ｐ
Ｓ
Ａ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
�
の

開
催
へ
と
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
案
内

は
、
慶
應
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
慶
應
病
院
内
・
新
宿
区

第
１
０
０
回
生
涯
教
育
研

修
セ
ミ
ナ
ー
が
平
成
25
年
６

月
８
日(

土)

午
後
３
時
よ

り
日
比
谷
東
京
会
館(

９
階

ロ
ー
ズ
ル
ー
ム)

に
て
開
催

さ
れ
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
委
員

会
副
委
員
長
村
田
満
先
生
の

開
会
の
辞
並
び
に
医
学
部
長

補
佐
福
田
恵
一
先
生
の
ご
挨

拶
に
つ
づ
い
て
黒
田
達
夫
小

児
外
科
教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ

ー
を
務
め
、｢

小
児
の
外
科

up-to-date｣

の
主
題
に
て

講
演
が
行
わ
れ
た
。

慶
慶
義
塾
大
学
医
学
部
生

涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー
委
員

会
、
慶
應
医
師
会
、
慶
應
義

塾
大
学
医
学
部
三
四
会
、
慶

應
医
学
会
そ
し
て
中
外
製
薬

株
式
会
社
が
共
催
し
た
。
本

セ
ミ
ナ
ー
は
約
33
年
前
か
ら

医
師
会
の
病
院
・
医
院
・
信

濃
町
商
店
街
、
Ｊ
Ｒ
信
濃
町

駅
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
・
配

布
に
よ
り
周
知
し
、
事
前
の

申
込
制
と
し
ま
し
た
。
当
日

は
幸
い
に
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
76
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

最
初
の
１
時
間
の
市
民
公

開
講
座
で
は
、
大
家
教
授
の

情
熱
あ
る
分
か
り
や
す
い
講

演
に
、
参
加
者
は
非
常
に
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
医
師
に
よ
る
問

診
後
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
採
血
を
講
堂

後
方
で
行
い
ま
し
た
が
、
事

前
の
予
約
・
予
行
の
成
果
も

あ
り
、
円
滑
か
つ
無
事
に
施

年
３
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、

途
絶
え
る
事
無
く
、
今
回
で

１
０
０
回
の
記
念
す
べ
き
会

の
へ
の
関
心
は
高
く
、
多
く

の
診
療
科
の
枠
を
超
え
た
卒

業
後
の
諸
先
生
方
な
ら
び
に

関
係
諸
氏
の
参
加
を
得
た
。

講
演(

１)
｢

近
年
の
小

児
形
成
外
科
の
ト
ッ
ピ
ク

ス｣
(

形
成
外
科
学
教
室
貴

志
和
生
先
生)

で
は
、
頭
蓋

骨
縫
合
早
期
癒
合
症
に
よ
る

頭
蓋
内
へ
の
影
響
を
如
何
に

避
け
る
べ
き
か
、
頭
蓋
の
開

放
に
よ
る
頭
蓋
内
圧
減
圧
と

そ
の
後
の
形
成
術
、
口
蓋
裂

へ
の
生
後
２
月
か
ら
の
早
期

治
療
の
提
唱
、
さ
ら
に
複
雑

な
軟
口
蓋
、
硬
口
蓋
の
複
雑

な
異
常
に
対
す
る
積
極
的
な

取
り
組
み
な
ど
が
紹
介
さ
れ

た
。
ま
た
、
巨
大
色
素
性
母

斑
の
診
断
・
治
療
で
は
三
次

元
Ｃ
Ｔ
を
超
え
た
四
次
元
Ｃ

Ｔ
の
開
発
に
よ
り
組
織
の
外

形
か
ら
深
達
部
お
よ
び
進
展

部
が
術
前
に
評
価
さ
れ
、
的

確
な
手
術
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

講
演(

２)
｢

小
児
泌
尿

器
科
の
挑
戦
；
小
児
泌
尿
器

科
疾
患
へ
の
非
侵
襲
検
査
と

低
侵
襲
治
療｣

(

泌
尿
器
科

学
教
室
浅
沼
宏
先
生)

で

は
、
尿
路
お
よ
び
生
殖
器
の

水
腎
症
、
停
留
精
巣
な
ど
の

先
天
的
良
性
疾
患
に
対
す
る

検
査
・
診
断
法
な
ら
び
に
低

侵
襲
治
療
法
や
治
療
器
具
の

開
発
が
紹
介
さ
れ
た
。
特

に
、
先
天
性
水
腎
症
で
は
、

胎
児
Ｕ
Ｓ
に
て
腎
盂
の
拡
張

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
の
戦
い

で
あ
り
、
的
確
な
分
腎
機
能

の
推
移
を｢

成
長
と
と
も
に

判
断｣

し
て
手
術
の
適
否
を

決
定
し
て
い
る
実
際
が
紹
介

さ
れ
た
。

講
演(
３)

｢

胎
児
治
療

か
ら
成
育
医
療
へ
：
小
児
外

科
の
展
開｣

(
外
科
学(

小

児)

黒
田
達
夫
先
生)
で

は
、
①
胎
児
に
対
す
る
医
療

行
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
集
計
結
果
か
ら
は
、

検
診
の
重
要
性
が
理
解
で
き

た
、
家
族
や
友
人
に
勧
め
よ

う
と
思
っ
た
、
慶
應
病
院
主

催
の
公
開
講
座
に
ま
た
参
加

し
た
い
、
と
い
う
声
が
多
く

聞
か
れ
、
反
響
の
大
き
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
教
室
員
一

同
、
今
後
も
癌
早
期
発
見
に

対
す
る
啓
蒙
活
動
を
継
続

し
、
少
し
で
も
地
域
住
民
の

皆
様
の
医
療
福
祉
の
向
上
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

(

小
坂
威
雄

79
相
当)

の
現
状
、
②
出
生
前
診
断
の

光
と
闇
、
③
先
天
性
横
隔
膜

ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る
胎
児
治

療
、
④
先
天
性
嚢
胞
性
肺
疾

患
に
対
す
る
胎
児
手
術
な
ど

の
テ
ー
マ
が
紹
介
さ
れ
た
。

加
え
て
胆
道
閉
鎖
症
術
後
や

直
腸
肛
門
奇
形
術
後
の
成
人

期
の
問
題
な
ど
が
示
さ
れ
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
カ

バ
ー
す
る
成
育
医
療
の
概
念

が
紹
介
さ
れ
た
。
成
育
医
療

の
実
現
に
は
臨
床
の
総
合
力

の
発
揮
に
加
え
て
、
倫
理
的

側
面
の
強
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
も
強
調
さ
れ
た
。

最
後
に
特
別
発
言
と
し
て

医
学
部
小
児
科
学
高
橋
先
生

に
よ
る｢

周
産
期
・
成
育
ク

ラ
ス
タ
ー
構
想
と
新
し
い
医

療
へ
の
期
待｣

の
講
演
が
行

わ
れ
た
。
胎
児
か
ら
小
児
診

療
の
臨
床
で
は
、
周
産
期
を

含
め
、
小
児
の
発
達
に
加
え

た
成
育
期
ま
で
に
広
げ
、
各

疾
患
の
治
療
に
お
い
て
集
学

的
治
療
を
提
唱
さ
れ
た
。
疾

患
と
と
も
に
、
患
者
は
成
長

し
て
お
り
、
年
齢
に
と
ら
わ

れ
な
い
患
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
行
う
医
療
チ
ー
ム
が
必

要
で
あ
り
、
総
合
的
な
多
診

療
科
の
協
力
体
制
の
構
築
の

必
要
性
が
話
さ
れ
た
。

参
加
者
は
１
５
０
名
に
お

よ
び
、
昨
今
の
小
児
外
科
の

臨
床
の
最
先
端
を
学
習
し
た

が
、
特
に
こ
の
分
野
で
は
生

ま
れ
る
前(

胎
児
か
ら)

か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
経
過
を

見
る
事
に
始
ま
り
、
成
育
の

適
切
な
時
期
を
選
び
、
倫
理

的
な
問
題
へ
医
療
者
が
十
分

な
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
な
が
ら
治
療
の
実
践
す
る

全
人
的
か
つ
根
気
の
い
る

臨
床
で
あ
る
事
に
筆
者
は
感

銘
を
受
け
た
次
第
で
あ
っ

た
。

(

文
責
：
セ
ミ
ナ
ー
委
員

大
山
廉
平

外
52
回)

信
濃
町
か
ら
荒
木
町
を
過

ぎ
て
外
苑
東
通
り
を
北
へ
進

ん
で
い
く
と
、
旧
尾
張
藩
上

屋
敷
跡
の
小
高
い
丘
に
防
衛

省
が
あ
る
。
昨
年
の
９
月
か

ら
、
医
系
技
官
と
し
て
奉
職

し
て
い
た
厚
生
労
働
省
か
ら
、

こ
ち
ら
に
出
向
し
て
い
る
。

内
局
の｢

衛
生
監｣

と
い
う

背
広
組
の
ポ
ス
ト
で
、
戦
後

に
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
と
な
る
前
は
、
軍
医
総
監

(

中
将
・
か
つ
て
は
森
鴎
外

も
そ
の
役
に
あ
っ
た
と
い
う)

で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
有
事
に

備
え
る
組
織
と
し
て
の
防
衛

省
で
は
、
医
療
を
担
う
医
官

を
、
か
つ
て
は
外
部
か
ら
採

用
し
て
い
た
が
、
充
足
率
は

２
割
程
度
だ
っ
た
。
そ
の
た

め
、昭
和
47
年
に
、
当
時
の

武
見
医
師
会
長
の
ご
尽
力
も

得
て
防
衛
医
科
大
学
校
が
設

立
さ
れ
、
教
授
陣
に
は
塾
医

学
部
関
係
者
も
多
い
。
そ
れ

に
加
え
、
16
あ
る
自
衛
隊
病

院
と
各
種
の
衛
生
関
係
の
部

隊
が
小
生
の
ポ
ス
ト
の
担
当

で
あ
る
。
就
任
し
て
約
10
カ

月
だ
が
、
昨
今
の
北
東
ア
ジ

ア
の
緊
迫
し
た
情
勢
を
ふ
ま

え
る
と
、
今
ま
で
以
上
に
重

要
視
す
べ
き
点
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
従
来
は
、
隊
員
の

平
時
か
ら
の
健
康
管
理
の
ほ

か
、
災
害
や
国
際
平
和
協
力

隊
な
ど
の
衛
生
の
確
保
が
大

き
な
役
割
で
あ
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
有
事
や
生
物
・

化
学
兵
器
な
ど
に
よ
る
テ
ロ

も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
際
に
は
、
事
象
に

よ
る
損
耗
や
負
傷
者
の
後
送

・
治
療
な
ど
、
複
雑
な
運
用

を
頭
に
描
い
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
は
、

国
内
の
平
時
を
想
定
し
た
各

種
の
衛
生
法
規
に
つ
い
て
も
、

有
事
に
自
衛
隊
の
医
療
が
効

果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
一

定
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
も
は
や
、

ダ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
、｢

砂

に
頭
を
埋
め
て
い
れ
ば
見
た

く
な
い
も
の
は
見
な
く
て
済

む｣

と
い
っ
た
贅
沢
が
許
さ

れ
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

医
療
の
世
界
は
、
自
衛
隊
が

関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

自
衛
隊
だ
け
で
完
結
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。
災
害
で
は
、

民
間
の
派
遣
医
療
チ
ー
ム
と

役
割
分
担
し
な
が
ら
協
働
す

る
必
要
が
あ
る
し
、
有
事
で

さ
え
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

民
間
に
後
方
医
療
へ
の
協
力

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
ろ

う
。
東
日
本
大
震
災
以
降
、

自
衛
隊
に
対
す
る
支
持
は
広

が
り
つ
つ
あ
り
、
こ
う
し
た

面
で
の
三
四
会
員
の
先
生
方

か
ら
の
ご
支
援
を
願
え
た
ら

と
思
う
次
第
で
あ
る
。

(

防
衛
省

鈴
木
康
裕

衛
63
回)
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山
本

修
三(

外
38
回)

内
閣
官
房
健
康･

医
療
戦
略
参
与

新新
しし
いい
医医
療療
国国
際際
協協
力力

新新
ＭＭ
ＥＥ
ＪＪ
がが
スス
タタ
ーー
トト

安
倍
首
相
、
ア
ブ
ダ
ビ
の
高
官
と

(

右
か
ら
３
番
目
が
筆
者)

新
生
Ｍ
Ｅ
Ｊ
発
足
記
念
式
典

前
立
腺
が
ん
啓
発
イ
ベ
ン
ト

�Ｐ
Ｓ
Ａ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
�開
催

大
家
教
授
に
よ
る
講
演

問
診
・
採
血
の
様
子

第
100
回
生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー

｢

小
児
の
外
科u

p
-to
-d
a
te｣

今回のメニューのテーマは子どもの成長に必要な栄養素をた
っぷり盛り込んだ物になっています｡ さらに気をつけたことは
子どもの好きな形をとりながら素材を工夫して何とか魚や野菜
をおいしくとってもらおうと考えたメニューです｡
近年､ ファーストフードの普及から子どもの食事が噛まなく
てもすむ形態で炭水化物や脂質に偏った物が目立ちます｡ 子ど
もの成長にとって､ 良質の蛋白やビタミン､ カルシウムをたっ
ぷりとってバランスのよい食餌の大切さは周知のこととなって
います｡

今回のメニューでは魚を中心にカルシウムやビタミン､ 良質
な蛋白をとれるように考えた物です｡

スモークサーモンはDHAをはじめナイアシンなどの豊富な
ビタミンも摂取できます｡ 温野菜ではアスパラギン酸の豊富な
アスパラガスやビタミンA､E､C等も豊富です｡ 肉団子は不足
しがちなビタミンB1が豊富な豚肉で｡
シーザーサラダには粉チーズが使われています｡ ビタミンA

の豊富なにんじんは吸収しやすいようにフレンチドレッシング
であえて､ 子どもの脳に必要なω3系が豊富です｡
魚３種類は子どもに食べやすくDHA､ EPAを摂取できるよ

うに考えました｡ 鶏肉の蛋白と子どもの好きなトマト味をさら
に野菜接種するためにラタトイユ風に｡ 栄養素や繊維がバラン
ス良く含まれるコーンのスープの中にジャガイモのニョッキを
入れて栄養をアップ｡
完全食品のタマゴのオムレツ｡ とりにくい豆をカレーにし

て｡ 子どもの好きな押し寿司｡ 納豆は苦手でも海苔巻きにする
と食べやすい｡ カルシウムの豊富な２種類を使ったチャーハ
ン｡
野菜もアイスクリームならとりやすく低カロリーに｡ 卵を使
ったプリン｡ カップケーキには目のためにブルーベリーを｡ ブ
ランマンジェは鉄の豊富なプルーンソース｡ 子どもの頃のなつ
かしいおやつの代表…大学芋をおまけに｡

子供が元気に育つメニュー

７月１日から､ 休日・時間外の救急外来を受診される患者さ
んのうち､ 入院を必要としない緊急性の低い患者さんについて
は､ 時間外選定療養費8,400円を徴収致します｡ ただし､ 救急
車で来院された患者さん､ 救急外来受診後入院された患者さん
等については､ 徴収対象外とします｡
患者の皆様に安全で質の高い医療を提供するための､時間外

選定療養費の徴収について､皆様のご理解とご協力をお願い致
します｡

時間外選定療養費の徴収について

・初診予約 (午前９時～午後７時､第２･４･５土曜日は午後５時まで)

慶應義塾大学病院 各種お問い合わせ先

医療機関用
TEL 03-3353-1257 FAX 03-5843-6167
WEB ｢病院ホームページ｣ → ｢予約問合せ一覧｣ → 『｢医療機関
からの初診予約｣ ― ｢Webによる予約｣ ―【医療機関からの
予約専用フォーム�』 へ

・検査予約 (午前８時30分～午後５時)
PET/CT…TEL 03-5843-6165
SPECT …TEL 03-5843-7071

・予防医療センター：人間ドック(午前８時30分～午後５時)
TEL 03-6910-3533

三四会ホットライン
TEL 03-3353-3034(ミオサンシ)

平
成
25
年
７
月
１
日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
教
授
会

に
て
、
医
学
部
長
の
選
考

が
行
わ
れ
、
末
松
誠
教
授

が
選
出
さ
れ
た
。
任
期
は

２
０
１
３
年
10
月
１
日
か

ら
２
年
間
で
、
末
松
教
授

の
選
任
は
４
期
目
と
な

る
。

【
末
松
医
学
部
長
の
コ
メ

ン
ト
は
、
新
病
院
長
を
含

む
新
体
制
決
定
後
、
新
執

行
部
と
併
せ
て
掲
載
す
る

予
定
で
す
】

末
松
誠
医
学
部
長(

医
化
62
回)

４
期
目
決
定

速報

菊池 辰夫 君
菊池 信太郎 君
｢東日本大震災後の郡山
市における医療体制の再
構築と 『子どものケアプ
ロジェクト』 設立｣

第１回 三四会社会功労賞受賞者

竹村 堅次 君
｢わが国の精神科医療・
福祉の近代化に関する功
績｣

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
三
四
会

平
成
25
年
度
定
例
評
議
員
会


